

















































































































































































































































































































































































































一 ん た 不
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( 南 部 〉
前エ往来シテ、信直公田子ノ館一一在シ鳥瑚ヨリ甚タ親ミ愛サレシカ、清蔵今年ハ羽州ヲ歴テ松前エ押渡リ、其秋 清蔵野辺地エ廻テ登ケル路スカラ、信 御世嗣ト成リ玉ヒ 由風カニ問、清蔵大ニ喜テ急キ三戸エ至着シ、早速、目見得ヲ願シ ハ太守兼テ不浅愛シ玉フ、清蔵カ事故、 清蔵-一一逢ヒ玉フ。これによって、北奥の近世大名と
L
ての地位を確立した、南部
大膳大夫信直の下で田中清六が底商と 出入し こ が、資料的にも窺知される
Q
戦国大名としての運命を担い、北奥の地で覇

































































































































































































































































































































































































































( 1 )  
即ち、慶長四年、出羽国角館城主戸沢九郎五郎政盛は、会津の






































































によると、慶長五年 支出のなかで、大高甚介算用分の九一九石余には「田中清六内中嶋源七・新六・中村又左衛門両コ一人ニ渡申」分が含まれているが、それは恐らく、田中清六の手代 みられる者に、換金分 思われる多量の米を渡し いることが指摘さ
( 9 )  
れている。
秋田氏の財政は、結局、支出面では物成米、その他現物の換






































































































































































































































































































































































































































































































































































































中 八 郷 城







































々 有 - 一 帰
( 尤 )
陣




























( 9 )  






















































































































































































































































































































































( 一 一 六 一 頁 〉 。
(ロ)「田中宗親書上」『新庄古老覚書』〈三三二頁)。(臼)「田・中 ( 七 〉。(M)













































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































( 1 )  
心得中 」とあるように、畿内・近江周辺を基盤とする初期豪商が領主的流通機構の展開を背景に、新らたに政治権力のパック・アップによって、織曲目政権から徳川政権のなかに組み込まれていく過程を知ることができるのである
Q
主〈lv
「回中宗親書上」「新庄古老党書」〈一二四六頁)。
「付記」成稿に当り、史料の便宜をはかつて頂いた岩手県立図書館・福井県立図書館、また発表の機会を与えて頂いた岩生成一博士に厚く謝意を表するしだいである。
